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西村先生、ご還暦おめでとうございます！
 Congratulations on your 60th anniversary!
6 月 23日 ( 土 )、東京大学福武ホールにて西村幸夫教授の還暦祝賀会が開催されました。現役の学生だ
けでなく都市デザイン研究室のOB・OGや歴代の助教の先生方が一堂に会し、皆で研究室の歴史を振り
返りつつ西村先生を祝福しました。当日の様子と西村先生からのコメントをご紹介します！
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　お祝いの会ありがとうございました。普段ほとんど年齢のことを考えずに過
ごしていましたので、還暦を祝うという感覚に違和感を覚えていましたが、こ
れを機に研究室に縁のあったメンバーが一堂に会することも意味があるので
は、と思い返し先日の会になりました。忙しい中来てくれた皆さん、ありがと
うございます。また秘かにいろんな企画を進めてくれた研究室の皆さん、あり
がとうございました。大勢の懐かしい面々に再会でき、本当に嬉しかったです。
　こうしたセレモニーは、やはり区切りを付けること自体に意味があるので
しょうね。私自身はこれまで 10年を区切りに目標を立てて、長い道のりを歩
んでくることを人生の習慣としてきましたが、これからは過ぎる日々のピッチ
が早まる気がしていますので、5年刻みで目標を立てて日々暮らしていきたい
と思っています。で、65歳までの目標は？―ここでは書かないことにします。
ただ、それが 65歳になったときに、皆さんに分かる形で示したいと思ってい
ます。皆さんへの新しいメッセージというのが目標です。お楽しみに。

　天候にも恵まれた当日は、出口敦先生のご挨拶でスター
トし、小林敬一先生の音頭による乾杯の後OB・OGの皆
さんからお祝いの言葉が述べられました。歴代の助教の先
生方がリレートーク形式で懐かしい写真と共に研究室の思
い出を話してくださったり、歴代の研究室マガジン編集長
による座談会ではマガジンの歴史を振り返ったりと、どの
プログラムも盛り上がり、皆笑顔が絶えません。締めくく
りには秘密で用意していたケーキも登場し、クリス先生・
松田先生からはプレゼントの iPad が、M1からは出席者
からの寄せ書きと花束が手渡されました。最後の西村先生
からのご挨拶はまるで特別講義！大阪の適塾のお話などを
活き活きとされる姿は還暦とは思えない若々しさでした。
今後も益々のご健康とご活躍をお祈りします。
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　GW明けから始まった学部３年生の集合住宅開発演習の
TAをM2北川、M1越村、萩原の３人が担当しています。
今年から、対象敷地が足立区千住大橋駅付近に変更された
ため、前半戦は巨大周辺模型の作製に悪戦苦闘。なかなか
３年生の様子に目を向けることが出来ませんでしたが、模
型完成を機に３年生と話し、ともに考える機会も増え、3
年生の個性を知ることが出来たと同時に、彼らが全力で設
計に取り組む姿勢に感服しております。最終ジュリーが
迫って来ましたが、３年生の提案を楽しみにしつつ、彼ら
が課題に集中できるようにサポートしていきたいです。

演習ＴＡ奮闘記！

▲巨大模型を使って中間ジュリー

Working as Teaching Assistants in the B3 design studio! 

▲先生方が勢揃いしてのエスキース

3 年生の集合住宅設計演習の TAを務めている、TA初体験のM1萩原からの報告です。
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▲西村先生を囲んでの集合写真



編集後記 福士 薫7 月・8月の予定
7月 11日　第 6回研究室会議
7月 15日～ 23日　ルンビニ PJ現地調査
7月 25日　M1ジュリー
7月 26日　M2ジュリー
7月 30日～ 8月 4日　研究室旅行＆ワークショップ

清水では蔵の実測調査が進んでいます！

プロジェクト報告

今日はとても良い天気ですが、梅雨は明けたのでしょうか。私は雨女ですが雨は
好きではないので、早く梅雨明けしてほしいなと思いつつ暑さも苦手で、今年は
どう暑さから逃れようか考え中です。地元の八戸は真夏でも朝晩は涼しく、実家
は風通し抜群なので調子がいいと扇風機も要らないほどです。夏休みは大槌行き
のついでに帰省して冷房代を節約するのもいいかも…と企んでいるところです。

留学生コーナー第19弾！
長年住んでいると気づかない日本の都市の姿
を、留学生の新鮮な目で伝えます。第 19 弾
は、マレーシア出身の研究生 チャールズ ラウ 
クォック チュンさんです！An Essay by International Student vol.19

　連載企画　

My favorite town in Tokyo, Omotesando 研究生　Charles Lau Kwok Chung
 My favorite town in Tokyo would be Omotesando (but I’m 
not sure if it’s considered as a town…) I feel that it has a very 
energetic and buzzing feel to it. Also, it is very close to where I 
live, about 3 stations away. I especially love the park around the 
Meiji Shrine ( 明治神宮 ); it is a very beautiful and peaceful place. 
It is a good place to relax, and to clear you head whenever you 
have any worries. I feel that around the Omotesando area, there 
is a mix of the Japan of the past (Meiji Shrine) and also the 
present Japan (Harajuku and Omotesando). In every city, it is 
always evolving but I believe that it is the past of the town that 
gives it its unique charm and character. Rather than forgetting 
about the past and focusing on the future only, I believe that it 
is important to preserve some of the city’s past too. That is why 
I like Omotesando.
 Compared to my country, many new development areas are 
built from the ground up, in a sense that they destroy the old 
towns in order to build more modern cities. While this may be ▲Meiji Shrine(Tokyo)

good for development and the economy, the place slowly loses 
its historical character and becomes “soulless”, like a modern 
robot with no soul. Like Ying and Yang, I think that there should 

研究室旅行・台湾へ

いよいよ今月末に迫った研究室旅行について、旅
行係のM1越村からの告知です。

The Lab trip & WS to Taiwan

　7月 30日から 8月 4日にかけて、本研究室は台湾へ研究室
旅行とワークショップに行きます。前半の研究室旅行では都市
開発と産業遺産の関係をテーマに、剝皮寮・松菸のタバコ工場・
華山などを見学するほか、台北市内に 7つあるURS(=Urban 
Regeneration Stations) のうちの 4つを周ります。URS に
は「URS44」や「URS127」などの番号が付いていて、それ
ぞれが異なるテーマや運営主体で活動されているそうです。後
半のワークショップに参加する人はそのまま台北から九份に移
動しGold Museumを見学した後、平渓線の駅を対象に 2つ
のグループに分かれて調査を行ってくる予定です。8月のマガ
ジンで特集記事を組む予定ですので、乞うご期待ください！
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▲ My town

be a balance between the old 
and the new, between nature and 
man, and I would like to see my 
hometown become something like 
the Omotesando area in the future.

清水 プロジェクトShimizu-project

　7月 2日 ( 月 )、3 日 ( 火 ) に、清水区本町にある石野商店
の蔵を実測しました。学生チームで何かとお世話になっている
清水の郷土史研究団体「清水蔵くらぶ」のメンバーの方々の要
請に応えたもので、二棟の蔵を共同で実測し、図面として残す
取り組みです。酒屋である石野商店は、江戸時代に廻船問屋が
多く立地した本町にあり、蔵は主に酒の保存などに
使われました。石壁に使われて
いる伊豆石の寸法が、日の出埠
頭の切妻倉庫群と同じ規格であ
ることも分かり、今後のプロ
ジェクト活動に光明を見出す調
査となりました。

▲蔵の実測から描き出した図面

▲ L字型に向かい合う二棟の蔵
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▲平渓線 ▲URS44 (http://bit.ly/L5ktJR)


